


























































































頁 内　容 初　出 初　収
表紙 メモ - -
1 漢詩人メモ - -
2･3 「淺間の噴火を見て」稿 未詳 『まゆみ抄』昭 23･11 信修社
4･5 「長男歩む」稿 未詳 『抒情新集』昭 24･6 好学社
5 「歎息」稿 未詳 全集未収録
6 「戸隠」A 稿 未詳 『まゆみ抄』昭 23･11 信修社
7 「戸隠」B 稿 未詳 『まゆみ抄』昭 23･11 信修社
8･9 「野のうた」A 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社
10 「野のうた」B 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社
11 「野のうた」C 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社
12･13 「妖獸」A 稿 ･B 稿 未詳 全集未収録
13 「さまざまのうた」A 稿 未詳 全集未収録
14 「望鄕五月歌」一節（メモ） 『婦人公論』昭 6･6 『閑談半日』昭 9･7 白水社
16 「さまざまのうた」B 稿 未詳 全集未収録
17･18・19 「木曾の秋」稿 未詳 『まゆみ抄』昭 23･11 信修社
20 メモ - -
21 「野にうたふ歌」一節 『別册文藝春秋』昭 23･10 『抒情新集』昭 24･6 好学社
28･29 「山中望鄕曲」A 稿 『令女界』昭 23･4 『抒情新集』昭 24･6 好学社
30･31 「山中望鄕曲」B 稿 『令女界』昭 23･4 『抒情新集』昭 24･6 好学社
32 「野のうた」D 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社
33 「野のうた」E 稿 『令女界』昭 23･2 『抒情新集』昭 24･6 好学社
48 「日が暮れる」異稿か 〔佐々木英之助宛書簡〕 全集未収録
53 間取図か - -
55 人名メモ - -
56 地図メモ - -





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   ゆけば
　〔縁なければなかなかに〕
	
都〔音羽の森かげに〕目白の坂〔の上〕
　〔わがすむべくもあらずして
	
我文ぐらもあるものを
　
軒端かたむき
　　　
 生
う
るとも
　
雜あらくさ
草
い〔かに〕
とど
〔茂れども〕
　
日はあたたかく照るものを。
河野：新資料・佐藤春夫創作ノート（翻刻）
− 16 −
【三〇】　　　
にありて
　　
〔山中望鄕〔曲〕のうた。 〕
　　　
〔四月の鄕愁〕
山中望鄕曲
　　　　 　　　　　　　　
佐藤春夫
　
佐久の郡の〔さすらひ〕
うらぶれ
に
　
四たびの春はめぐり來ぬ
　
佐久の四月は あさく
群むらやま
山
〔々〕の雪消えがてに
　
桑〔の畑にすととなく〕
	
海の小琴をかなでつつ
　　
原さむく
頰すとと
白
啼く
	
南の は潮湧く
　
ふるさといとど戀しきに
　
のすた じやのすとと啼く
　
今ふるさとは椿さき
【三一】〔南の海は春の
潮しほ
〕
〔海の小琴を〔かきならす〕 〕 〔
ひびかせん
。 〕
　　
  　〔鳥啼く〕
　
潮しほ
のしらべにあくがれて
　
うぐひす啼ける丘のかげ
　
雑あらくさ
草
いかに
生お
〔う〕うるとも
	
啼ける
　
父祖十代の
園その
生ふ
あり
　
日はあたたか 照るものを。
	
〔日はなごやかに流るるを〕
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【三二】〔みな粗朶を負ひ牛を〔負〕
曳
き〕
	
友よ巷に何か見る
　
手弱女村にあらずとも
	
柔き衣着たる子
　
道には花のしじにして
	
我は野に出でこの夕
　
天つ少女のおもかげを
	
風そよぐ葦〔をこそ見め〕
を見んとす
　
みなとりどりにやど〔したり〕
せるを
　　　　
〔眺めばや
□□むべし
〕
　
誰ぞや都のゆきずりに
　
口いたづらに赤くして
　
眉引きなかき少女子の
　
おもかげを説くしれ人は
【三三】	
〔手弱女を村には見ねど〕
　
われ野に老いね
	
〔道のべは花〔しじにして〕
ここだ咲き
〕
　
うるはしき
	
〔おもかげに天つ とめを〕
　
をとめも知らず
	
〔思ふかな〕
	
柔き衣たる子は
	
〔誰ぞや都の行きずりに〕
	
八巷に
　
わが行く道に
	
〔口紅く眉長き子を
	
友よ見よかし
　
咲く花を
	
〔説く人は〕
〔美し〕
あはれ
と
ぞ
いふ
	
君説くなかれ
	
われは野に出で
	
口紅く
	
風そよぐ
	
眉長き子を
	
葦を見ととす
（※三四頁より四七頁まで空白）
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【四八】　　
文化文化のかけ聲〔に〕で
　　
〔この頃〕敗戰國にはやるもの
　　 　　
もぐり
　
車外乘車や窓
　　　　　　　
あんちや野球野孃舞
　
個人の自由で集團行動
　
新圓階級新かなづかひ
　　　　　　
かすとりといふ酒もあり
　
パンパンむすめ仙化〔紙〕がみ
　
筍生活裸美女
　
公僕といふわいろとり
【四九】（※空白）
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【五六】
（※五七・五八頁は切り取り。五九・六〇頁および裏見返しは空白）
〔付記〕　
今回の資料公開にあたっては、新宮市立佐藤春夫記念館に御許可いただ
きました。この場をお藉りして謹んで御礼申し上げます。なお、本研究は、平成二三年度科学研究費補助金・若手研究（Ｂ）の助成を受けて ります。
【五三】【五五】
